
平成２９年度学校評価に関する分析と改善策 

【生徒アンケートについて】 
○生徒全体について 
・ＬＨＲを活用したり実施段階での生徒への働きかけにより、全体の回収率は年々上昇している。 
・設問項目７「図書館活動が充実し、リクエストカードを活用するなど本に親しむ環境を整えている。」以外の全ての

項目について、昨年度と同様の傾向で、肯定的回答が増加しており、本校の教育活動や学校に対する生徒の満足度

が高くなっている。 
５ポイント以上上昇した項目  
… 設問項目１１・１２ 

・評価「Ａ」になった項目  
… 設問項目 ２「授業や補習、または課題学習などで学習内容を理解・定着する工夫がなされている」 
  設問項目 ８「保健室の利用や悩みごとの相談など、心身の健康を保つための対応が適切に行われている。」 
  設問項目１１「学校の施設・設備の安全点検は適切に行われている。」 

・評価「Ａ」に近づきつつある項目 
 … 設問項目 ５「講演会や保護者懇談会、各種通信などにより進路情報が適切に提供されている。」 
   設問項目 ６「ＨＲ活動・学校行事・部活動が活発に行われ、充実した学校生活が送れている。」  
・回答番号⑤「知らない、わからない」の割合が高い項目（３０％以上） 
… 設問項目１・４・５・７・８・１１・１２ 

・否定的な回答（③＋④）が１／４（２５％）を超える項目  
… 設問項目１・４・５・６・７・１０・１２ 

 
○全日制生徒について 
・ほとんどの項目で、昨年度より肯定的回答の割合が増えている。 
５ポイント以上上昇した項目  
… 設問項目３・１１ 

・評価「Ａ」になった項目  
… 設問項目１１「学校の施設・設備の安全点検は適切に行われている。」 

・回答番号⑤「知らない、わからない」の割合が高い項目（３０％以上）  

… 設問項目１・４・５・７・８・９・１１・１２ 

・否定的な回答（③＋④）が１／４（２５％）を超える（に近い）項目 … 

 設問項目１・４・６・７・８・１０・１２ 

 

○定時制生徒について（今年度より夜間部アンケートの項目を改訂している。（※印の項目）） 

・ほとんどの項目で、昨年度より肯定的回答の割合が増えている。 
・５ポイント以上上昇した項目  
… 設問項目１・２※・４・５※・８※・１１・１２ 

・評価「Ｃ」の項目  

… 設問項目７「図書館活動が充実し、リクエストカードを活用するなど本に親しむ環境を整えている」 

・ほとんどの項目で回答番号⑤「知らない、わからない」の割合が高い。（３０％以上） 

・全日制生徒より多くの項目で否定的な回答（③＋④）が１／４（２５％）を超えている 

 

◎原因・要因・改善策等 

・学校が実施する一つひとつの教育活動について、生徒に実施目的などを十分に説明する必要がある。 

・総合単位制の特徴を生かした本校独自の特色を出せるように、今後も継続した取り組みが必要である。 

・定時制（昼間部・夜間部）においても、さらなる基礎学力の向上に繋がる授業改善を推進するとともに、学校行事

や学年行事に積極的に取り組む態度を育成する。 

・全日制・定時制昼間部ともに、基本的な生活習慣の確立に向けての生徒指導が適切に行われている。 

・今後も「いじめアンケート」を定期的に実施し、面談指導等を工夫して安心して学校生活が送れるよう、日頃の生

徒観察やきめ細かな対応を継続する。  

・定時制においても進路情報を効果的に発信するために、進路講演会や保護者懇談会を工夫するなどし、進路意識の

向上と進路指導を充実させる。 

 



・各教科の授業やＬＨＲ，総合的な学習の時間において、図書館の活用を積極的に行う。 

・新校舎の施設管理と安全点検を充実させるとともに、清掃活動の分担等を工夫する。 

 

 

【保護者アンケートについて】 

○保護者全体について 

・保護者全体のアンケート回収率は、昨年度とほほ同じである。 

・昨年度と同様、概ねほとんどの項目で肯定的な回答（①＋②の割合）である。 

・設問項目４、設問項目１１において、とても高い評価をいただいている。 

・設問項目７・８・９・１２において、回答番号⑤「知らない、わからない」の割合が高い。（３０％以上） 

・設問項目２・５・６・７・８・９において、否定的な回答（③＋④）が１／５（２０％）を超えている。 

 

○全日制保護者について 

・昨年同様、概ね肯定的な回答（①＋②）である。 

・設問項目７・８・９・１２において、回答番号⑤「知らない、わからない」の割合が高い。（３０％以上） 

・設問項目２・５・６・７・８・９において、否定的な回答（③＋④）が１／５（２０％）を超えている。 

 

○定時制保護者について 

・夜間部保護者のアンケート回収に工夫が必要である。 

・昼間部保護者は、設問項目３・４・１０・１１・１２の評価が高い。 

・定時制全体では、３・４・５・１０・１１・１２の設問項目が評価「Ａ」であったが、昼間部保護者は、設問項目

３・４・５・６・１０・１１・１２を、夜間部保護者は設問項目１・２・３・４・８・１０・１１の評価が高い。 

・定時制保護者全体で５ポイント以上の上昇があった項目は、５・８・１２であった。 

・設問項目７・９・１２において、回答番号⑤「知らない、わからない」の割合が高い。 

・設問項目１・２・５・６・７・８・９で、否定的な回答（③＋④）が１／５（２０％）を超えている。 

 

◎原因・要因・改善策等 

・学校の発行する通信文書等の書類が生徒から保護者に渡っていないことがあるため、学校ホームページを充実させ

て本校の取り組みをご理解いただくなどの工夫が必要である。 

・夜間部保護者のアンケート依頼、回収については、保護者あてに考査結果や通信文書とともにアンケートを郵送す

るなど工夫し、回収率の向上に努める。 

・定時制夜間部では、進路指導に関する具体的な取組が不充分である。生徒面談や保護者懇談の回数を増やして進路

希望の聞き取りや進路情報の提供を行っていく。 


